
 

 

 

○学習目標（教科の到達目標） 

 

○指導の重点目標 

 ・音楽に親しみ、進んで表現する態度を育てる 

 ・音楽の美しさを感受できるようにする 

 ・基礎的な知識や技能を身に付け、曲想にあった表現を工夫する 

 

○研究課題 

 ・一人ひとりの実態を把握し、興味を持って取り組める教材研究 

 ・和楽器の研究 

○授業の進め方（※授業を受けるにあたっての留意点） 

 学校 ・・・・教科書、ファイル、 

        アルトリコーダーを忘れない 

 家庭 ・・・・実技テストの練習 

 

○通知表の評価について 

評価の観点 評価の方法 

① 音楽への関心・意欲・態度 授業中の発表・取り組み 

提出物 

②音楽表現の創意工夫 実技テスト 

③音楽表現の技能 音楽用語・楽譜を読む力 

実技テスト 

定期テストの楽典の問題 

④鑑賞の能力 鑑賞の取り組み 

定期テストの鑑賞の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、音楽に対する感性を

豊かにし、音楽活動の基礎的な能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深め、豊かな情操を養う。 

枚方市立山田中学校 第１学年 音楽科シラバス 



 

○学習内容と評価                 【教育芸術社 中学生の音楽１】 

【教育芸術社 中学生の器楽 】 

 
単元名 学習内容 

時間

数 

評価に当たって 

評価観点 評価の場面・方法 

１

学

期 

（４月） 

校歌 

歌うための準備 

はるかな道へ 

音階（器楽） 

（５月） 

アニー・ローリー 

喜こびの歌 

  春 

（６月） 

主人は土の中に 

（７月） 

  パフ 

音楽の要素をとらえる 

 

 

さまざまな音楽文化を知

る 

 

 

歌い合わせ、聴き深める

喜びを知る 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

①  

 

②  

 

③  

 

④  

 

 

 

授業への取り組

み 

 

個人別、グループ

別による演奏 

 

実技テスト 

 

 

２

学

期 

（８月） 

  文化祭の曲 

（９月） 

  文化祭の曲 

（１０月） 

オーラリー（器楽） 

  魔王（鑑賞） 

（１１月） 

マイ バラード 

（１２月） 

   エーデルワイス 

音楽の要素をとらえる 

 

 

さまざまな音楽文化を知

る 

 

 

歌い合わせ、聴き深める

喜びを知る 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

①  

②  

③  

④  

 

 

授業への取り組

み 

 

個人別、グループ

別による演奏 

 

実技テスト 

 

定期テスト 

３

学

期 

（１月） 

  民謡・和楽器 

（２月） 

  アメイジンググレ

イス（器楽） 

  朝の風に 

（３月） 

  歌舞伎 

音楽の要素をとらえる 

 

さまざまな音楽文化を知

る 

 

歌い合わせ、聴き深める

喜びを知る 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

３ 

 

①  

②  

③  

④  

授業への取り組

み 

 

個人別、グループ

別による演奏 

 

実技テスト 

 

定期テスト 



 


